
林務部コンプライアンス行動計画に基づく
取組状況（令和３年度）

令和４年５月11日
第12回林務部改革推進委員会 資料
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行動計画の概要

R3.12に改定
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具体的取組内容 何を 目指す姿

１ 適正な事務事業
の確保、業務の改善

①事務事業に係るチェックリストの
作成、Ｑ＆Ａの通知

・現場における事務事業の実施状況を踏まえ、本庁に
おいてルールや運用の見直しが適切に実施されている。

・職員一人ひとりが、事務事業を実施するに当たり、本
県の目指すコンプライアンスの基本的な考え方をベー
スに取り組んでいる。

②自らの工夫実践により効果を上げ
た取組、運用等の見直しにより効
率化が期待できる取組を提案

２ 職員のモチベー
ションの向上につ
ながる組織づくり

③組織風土づくりについて管理職の
再認識を図る

・職員一人ひとりが、それぞれのモチベーションを維持・
向上させながら業務に取り組んでいる。

④業務に関する誇りを醸成する取組

⑤表彰に関する取組の収集
改善提案を所属内で活用
表彰事例の活用

３ 進捗状況の組織
的な把握を通じた
マネジメントの確立

⑥⑦業務の進捗管理や課題の把握
【取組の中心】

・業務などの進捗管理を通じ、所属ごとの課題とその解
決に向けた方向性が組織内の議論等により明確にされ
ている。

４ 職員の育成 ⑧人員配置を総合的な観点で実施 ・新型コロナウイルス感染症対策を万全にしながら、組
織的・自発的な専門研修が行われ、継続的な職員のス
キルアップにつながっている。

・事案を風化させることなく、適正な事務事業の執行を、
職員一人ひとりが、意識しながら取り組んでいる。

⑨専門研修

⑩林務部オープンミーティング

⑪大北事案に関する研修

⑫コンプライアンス研修の開催

具体的取組内容



１ 適正な事務事業の確保、業務の改善
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項目 件数 内容

① チェックリスト等の作
成見直し、Q&A通知数

17件

・県民協働による里山の整備・利用事業Q&A

・県産材製品利用促進緊急対策事業チェックリスト・Q&A

・木材関係補助事業等のチェックリスト・Q&Aの更新

・信州の森林づくり事業チェック項目の追加

② 改善提案等 11件

・職員ポータルの共有文書に林務部関係事業の例規を保存し共有

・毎朝、課長補佐以上による短時間ミーティングを実施

・アイディア出しの打合せにマインドマップアプリを活用

・所属長と若手職員による意見交換会の実施

・複数宛先のメール送信では、BCC送信を徹底（誤送信の防止）

・研修の案内の周知について、紙データからメール転送に改善

・信州の森林づくり事業の実績調査に電子コンパスを活用

・森林税活用事業のPRのために、新たにカレンダーポスターや新聞の

折り込み広告を作成し活用

・内部統制制度に係る行動計画担当者確認票を作成

・所属職員全員参加により、重要課題を検討する企画会議を開催



１ 適正な事務事業の確保、業務の改善
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２ 職員のモチベーションの向上につながる組織づくり
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項目 件数 内容

④ 業務に関する
誇りの醸成

10件

・所属の取組方針を定め共有する、各係の業務紹介の実施、課員の意識の共

有、職員のキャリアプラン等に係る対話の実施、係内職員の意識・業務の共有

（佐久）

・課内での業務成果発表の場づくり、次期森林づくり指針の策定に向けた課内

検討（長野）

・事業を成功させるための企画会議の実施、事業施行地等の確認、事業の進捗

状況や予算要求に向けた課題等を共有するための企画会議の実施（県産材）

⑤ 表彰関係 ４件

・民有林治山木材使用工事コンクール（一社）日本治山治水協会長賞（長野地

域振興局林務課）

・全国林業試験研究機関協議会研究功労者表彰「長野県産針葉樹を利用した

接着重ね梁の開発と実用化」（林業総合センター今井所長）

・令和3年度長野県スキルアップセミナー優秀賞「GOMの活動について」（県産

材利用推進室古澤主査）

・令和3年度長野県スキルアップセミナー特別賞「災害時の施設点検における

Googlemapの活用について」（南信州地域振興局林務課田中技師）



地域課題の
取組区分

件数
（件）

主な取組項目（抜粋）

①地域課題の共有に
よる早期解決

４
・新型コロナウイルス等への対応
・市町村連携による森林経営管理制度の推進

②業務課題の共有に

よる早期解決
18

・テレワーク、電子決裁の推進
・林務関連情報の積極的な発信
・工事関係事業の管理

③地域・業務課題の
共有による早期解決

16
・災害からの復旧、林業土木の基礎的技術の習得
・林業普及指導事業の執行

④事務処理誤りの
未然防止

５
・補助事業等の提出書類の適正化
・学校運営に係る予算の適切な執行
・内部統制制度に係る研修会

⑤業務負担の軽減 ３
・係間の連携強化
・電子決裁の推進

⑥モチベーションの向上 ３
・職員の健康管理
・情報の発信

⑦その他 ９
・交通安全、労働安全
・新しい生活様式の実践

計 58 7

３⑥・⑦ 進捗管理表の活用による進捗状況や課題の共有

３ 進捗状況の組織的な把握を通じたマネジメントの確立



４ 職員の育成
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４⑨ 専門研修実施状況

所属
回数
（回）

研修内容

森林政策課 ８回
設計積算システム研修、ＣＡＤ研修、若手技術職員間交流ネットワーク、測

量研修（初任者）、森林土木技術現地見学会、３Ｄ-ＣＡＤ研修

信州の木活用課 ６回
森林組合等検査員研修、林道災害概要書作成研修、AG研修（初任者、特

用林産、ＩＣＴ、全体）

森林づくり推進課 16回

治山技術研修、治山担当者（初級者、初級者２、ドローン操作）研修、治山

災害対応研修、保安林関係事務研修、造林事業調査研修（GNSS、ドロー

ン（２回））、林業事業体等向け森林整備研修会、山地におけるドローン飛

行訓練、造林補助システム操作研修会



４ 職員の育成
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４⑩ オープンミーティング実施状況

所属 実施内容 実施日 実施状況

南信州地域振興局
林務課

電子決裁習
得勉強会

R3.9.28～
9.30

職場の電子決裁実施率100％を目指して、職場全員で実技研修
を実施

北ｱﾙﾌﾟｽ地域振興局
林務課

路網研修 R3.10.20
壊れにくく長期的に使用可能な森林作業道の開設について、事
業体を講師に、市町村、森林組合、林務課職員等を対象に実施

森林整備実
務者研修

R3.12.1～
12.2

広葉樹資源を活用した林業振興、大北地域の林業活性化につい
て現地研修会、講演会等を実施

森林政策課ほか 大型ドロー
ンの活用

R3.6.10 大型ドローンの活用事例、意見交換

ＧＩＳに関するオープ
ンミーティング
（ＧＯＭ）

第12回
GOM

R3.7.20 GOM専門部会からの報告、来年度の仮想デスクトップ化について

第13回
GOM

R3.10.27
GNSSによる測量方法の検討、オリジナルマップ、マニュアルの作
成

第14回
GOM

R3.12.22
GISに関する動画マニュアルの作成事例共有、オリジナルマップ、
マニュアルの作成

※一部、現地機関から「専門研修」として報告いただいたものをオープンミーティングとして整理しました。



４ 職員の育成
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４⑪ 新たに林務部職員となった方を対象に事案に係る研修

所属 実施日 実施状況

森林政策課
R3.5.24
～6.4

［対象者］

・Ｒ３年度に林務部、地域振興局林務課及び林務部現地機関に配属され
た職員並びにＲ２年度以前に配属された職員のうち、未受講の職員等

［実施方法］
・動画視聴による受講

［受講者数］
・43名

［研修内容］
・大北森林組合等補助金不適正受給事案について

［評価］
・参加者のうち９割弱が動画視聴方式が良いと評価



４ 職員の育成
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４⑫ コンプライアンス研修（係長・中堅職員を対象としたグループ討議等）

所属 実施日 実施状況

上伊那地域振興局
林務課

R4.3.15
大北事案の風化防止、コンプライアンス意識の醸成を図るため、若手
職員を対象としたコンプライアンスに関する研修

南信州地域振興局
林務課

R4.1.4 ハラスメント防止の研修

R4.2.22
～3.7

交通安全研修（１～２係単位で４回に分けて実施）

松本地域振興局
林務課

R3.7.1～
7.2

不適切事案に係る問題点等の共有・意見交換、ハラスメントに係る研
修・意見交換など

R3.10.27
11.2

公務通勤災害防止研修、ストレスチェックの集団分析結果についてな
ど



（参考）林務部改革プロジェクトチームの活動状況

実施日 実施状況

第１回会議
（ｵﾝﾗｲﾝ併用）

R3.7.9

○本庁、長野のメンバーとその他の
メンバーをオンラインで結んで開催
（出席15名、欠席２名）

○自己紹介、意見交換（来年度、
林務部が重点的に取り組む施策に
ついて）

第２回会議
（集合形式）

R3.11.19

○感染対策を講じながら、林業総合
センターで開催（出席12名、欠席３名）

○森林づくり指針の３つの基本方針
ごとに分かれてグループ討議、グル
ープ発表、意見交換を実施

○若手職員の貴重な対面の機会と
なり、活発に意見が交わされた。
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